
医歯薬学総合研究科博士課程における 
入学前の既修得単位の認定等に関する申し合わせ 

 
令和 2 年 10 月 28 日 

運営会議決定 
 

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科規程第 15 条第 2 項に規定する入学前の既修得単位の
認定及び第 15 条第 3 項に規定する入学前の既修得単位数等を勘案した在学期間の短縮につ
いて，次のとおり申し合わせる。 
 
（申請） 

1. 本学に入学する前に他の研究科及び大学院において修得した単位（科目等履修生として修得
した単位を含む。）（以下「既修得単位」という。）を有し，その単位を，本研究科における授
業科目の履修により修得した単位として認定を希望する学生及び当該単位数の認定に伴う在
学期間の短縮を希望する学生（以下「申請者」という。）は，指導教員と相談のうえ，1 年次
の所定の期日までに，次の書類を研究科長に提出しなければならない。 
(1) 既修得単位認定等申請書（別紙様式１） 
(2) 成績証明書又は学修の成果を証明する書類 
(3) 授業科目の内容を記載した書類（カリキュラム，シラバス等） 

 
（授業科目の位置づけ） 

2. 単位認定に係る授業科目の位置づけについて，次のとおり定める。 
（1） 必修科目は教育課程において特色ある重要な位置付けであることから，単位認定を行

わない。 
（2） 選択必修科目及び選択科目は，当該科目群の範囲内とみなせる程度の同等性がある場

合には，単位認定することができる。 
 
（在学期間の短縮） 

3. 既修得単位数を勘案した在学期間の短縮について，申請者が所属する専攻等の最低修得単位
数合計の 3 分の 1 以上が単位認定される場合，1年間在学したものとみなすことができる。 

 
（審査） 

4. 単位認定に係る審査について，次のとおり定める。 
（1） 既修得単位認定の申請のあった授業科目の科目責任者は，当該学生から提出された書

類を基に審査を行い，所定の期日までに「「既修得単位認定等審査報告書」（別紙様式２）
を研究科長に提出しなければならない。 

（2） 学務委員会から任命された学務委員は，当該学生から提出された書類及び科目責任者



から提出された「既修得単位認定等審査報告書」を基に，当該学生の教育課程などから
総合的に判断し，単位認定の可否及び在学期間短縮の可否について，学務委員会へ報告
する。 

（3） 学務委員からの報告を基に，学務委員会で単位認定の可否及び在学期間短縮の可否を
審議する。 

 
（単位認定及び在学期間短縮の認定） 

5. 既修得単位の認定及び在学期間短縮の認定は，教授会の議を経て，決定する。 
 
（成績評価） 

6. 認定された授業科目の成績評価は，「認」とする。 
 

（学年） 
7. 1 年間の在学期間が短縮された場合の学年は，2年次とする。 

 
（認定可否の通知） 

8. 研究科長は，既修得単位認定の可否及び在学期間短縮の可否を文書（別紙様式３）により申
請者へ通知する。 

 
附 則 

この申合せは，令和 2年 10 月 28日から施行する。 
  



様式第１号 
令和  年  月  日 

既修得単位認定等申請書 
長崎大学大学院医歯薬学総合研究科長  殿 

所属専攻                 

学生番号                氏  名                印 
 
下記のとおり，既修得単位の認定を申請します。また，既修得単位が認定された場合，併せて在学期間の短縮を申請します。 

 
記 

 

単位を修得した大学・研究科等名                大学               研究科               専攻 

在学期間 平成   年   月   日 入学 ～ 平成   年   月   日   卒業 ・ 退学 

認定を希望する医歯薬学総合研究科の授業科目 左記科目に対応する 
本学入学前に単位を修得した授業科目 両シラバスを照合して互換できると考えた理由 

授業科目名 単位数 授業科目名 単位数 

     

     

     

     

     

注）成績証明書又は学修の成果を証明する書類，授業科目の内容を記載した書類（カリキュラム，シラバス等）を添付すること。 



様式第 2号 
令和  年  月  日 

既修得単位認定等審査報告書 
長崎大学大学院医歯薬学総合研究科長  殿 

科目責任者氏名                印 
 

下記のとおり，既修得単位の認定に係る審査結果を報告します。 
 

記 
 

学生番号  学生氏名   

認定を希望する医歯薬学総合研究科の授業科目 左記科目に対応する 
本学入学前に単位を修得した授業科目 認定 

可否 両シラバスを照合して互換できると考えた理由 
授業科目名 単位数 授業科目名 単位数 

      

      

      

      

      

      

注）成績証明書又は学修の成果を証明する書類，授業科目の内容を記載した書類（カリキュラム，シラバス等）を添付すること。 



様式第 3号 
 

令和  年  月  日 
 
 

既修得単位認定等通知書 
 
 

             殿 
 
 

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科長 
 
 
既修得単位認定の申請があった授業科目のうち，下記授業科目の単位を認定します。 
また，既修得単位認定等を勘案した在学期間の短縮について，併せて通知します。 

 
記 

 
既修得単位として認定する本研究科の授業科目 

授業科目名 単位数 

  

  

  

  

  

  

計 単位 

 
既修得単位等を勘案して短縮される在学期間 

短縮される在学期間 短縮される場合の学年 

年間 年次 

 


